
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月３１日（水）、当初は屋外での活動を予定していましたが、朝

からの小雨模様で講師の高橋さんと打合せをして、最初に雨天プロ

グラムのオオムラサキ館での見学・活動、そのあと天候をみてハサ

ンベツの里山に移動して昆虫採集等の活動をしました。 

 オオムラサキ館では、ナナフシやアオダイショウにふれた 

り、飼育舎ではアゲハチョウやオオムラサキの観察をしたり 

しました。オオムラサキ館からはバスで１０分もかからない 

ハサンベツの里山では、高橋さんからアブの話、建物の屋根 

裏に作られているスズメバチの巣などの話などを聞いたあと、 

昆虫採集を１時間ほどしました。オスメスの見分け方に詳し 

い子、オニヤンマを捕まえるのがうまい子、クワガタやバッ 

タを捕まえた子などおり、充実した時間をすごしました。午 

後は捕まえた昆虫についての解説を聞き、自分たちの手で逃 

がしてあげました。 

 活動の最後に高橋さんが、もう何十年後かに地球上の昆虫 

の半数が「絶滅危惧種」になる、という話をされ、子どもた 

ちは真剣に聞き入っていました。 
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